岩手大学大学院連合農学研究科
学位論文提出の手引き
（課程博士）

平成３０年４月から適用
（令和6年3月改訂版）

Ⅰ　学位申請資格
　　Ａ：在学生
　　Ｂ：標準修業年限（３年）以上在学し，修了に必要な単位を修得して退学後１年以内に
学位申請する者

Ｃ：標準修業年限（３年）未満で学位論文を提出する者（早期修了者）

Ⅱ　学位申請要件

　１　申請資格Ａ該当者
　（１）学位申請時の９ヶ月～３ヶ月前までに，中間発表会を行っていること。

　（２）授業科目について，岩手大学大学院連合農学研究科の修了に必要な単位を修得していること。

（３）学会誌等レフェリーのある然るべき刊行物に掲載された申請者が筆頭者である和文又は英文による学術論文（以下「公表論文」という。）が１編以上あること。
（４）公表論文は，原則として学位論文の一部を構成するものとし，学位申請提出書類の論文目録でいう「主論文」を指します。

（５）公表論文は，１編以上が岩手連大入学以降に掲載されたもの又は掲載が決定されたもの。学位申請時に印刷公表されていなくても，学会等から学会誌への掲載が正式に決定されている旨の「掲載証明書」又は「出版契約書」等が提出されれば，公表されるものとして取り扱います。
　　　　掲載証明書は，「本人の氏名，学会名，論文名，Ｖｏｌ．Ｎｏ，発行年月日」等が確認できることが求められます。
　２　申請資格Ｂ該当者
　（１）申請資格者Ａ該当者の（１）～（５）までは同様です。
　３　申請資格Ｃ該当者
（１）岩手連大に１年以上在学していること。修士課程修了者は，大学院の在学期間が修士課程を含めて３年以上あること。

　（２）学位申請時の９ヶ月～３ヶ月前までに，中間発表会を行っていること。

　（３）授業科目について，岩手大学大学院連合農学研究科の修了に必要な単位を修得していること。

（４）①または②を満たしていること。
　　　①公表論文が５編以上あること。その中に，研究科在学中に掲載が決定した申請者を単独筆頭著者とする論文が含まれていること。
②公表論文が３編以上あり、その中に特に優れた論文が含まれていること。 「特に優れた論文」は、研究科在学中に掲載が決定した申請者を単独筆頭著者とする論文であり、その論文が以下のいずれかに該当するものであること。
　　　１）学会の学術賞、論文賞等を受賞した学術論文（ポスター賞、奨励賞等は含めない）。
　　　　２）当該分野における著名な研究者（学術賞等の受賞歴を有する者等。構成大学の教員は除く。）から申請者の研究業績が優れたものであることを証明する文書が提出されていること。
３）上記の１）または２）によらず，客観的に優れた論文であると認められる業績であること。
（５）主指導教員が推薦した者であること。

（６）以下，公表論文の取り扱いは申請資格Ａ該当者と同様です。
Ⅲ　学位申請時期

　　学位申請の日程は，毎年度４月に岩手連大ＨＰで公表します。

（http://ugas.agr.iwate-u.ac.jp/）
申請期日は，岩手連大ＨＰに掲載する日程としますが，年度当初の予定と変更になる場合があるので，ＨＰを確認してください。
Ⅳ　学位申請提出書類
１　学位申請書（別記様式第１号の１）　　　　　　　　　　　　　　　　１部
２　論文目録（別記様式第２号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部

３　学位論文要旨（別記様式第３号）　　　　　　　　　　　　　　　　　５部

４　学位論文の基礎となる学会誌等に発表された学術論文（主論文）
及び参考論文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各５部

５　学位論文（和文又は英文）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部

６　学位論文にかかる共著者の承諾書（別記様式第４号）　　　　　　　各１部
７　岩手連大の成績証明書（申請資格Ｂ該当者のみ）　　　　　　　　　　１部
８　岩手大学博士論文のインターネット公表に関する状況報告書　　　　　１部
＊　申請資格Ｃ（早期修了）での学位申請を希望する場合，中間発表会前に，主指導教員から早期修了申出書を提出すること。代議員会で了承された後，学位申請をおこなってください。
＊　学位申請書には，主指導教員の署名が必要なことから，申請に際しては主指導教員と十分に相談してください。

＊　学位論文は，Ａ４判のファイルに綴ること。

＊　上記２～５までの部数は，学位審査委員が４名の場合の部数なので，４名を超える場合は，超える人数分部数を追加してください。

Ⅴ　申請書類の提出先

　　申請書類は，配属先の構成大学の連大担当部署に提出してください。
　　　岩手大学配属学生　　　⇒⇒⇒　　岩手大学連合農学研究科事務室

　　　弘前大学配属学生　　　⇒⇒⇒　　弘前大学農学生命科学部教務担当

　　　山形大学配属学生　　　⇒⇒⇒　　山形大学農学部事務室連大担当

　　

＊　受け付けた申請書類は，返還しません。
Ⅵ　学位論文審査及び最終試験
（学位申請・審査フローチャートを参照）
　１　学位論文審査

　（１）学位申請者から研究科長に提出された学位論文は，代議員会において申請資格及び必要書類が確認され，申請要件を満たした場合に正式に受理されます。

　（２）主指導教員は，研究科長に学位審査委員会委員の推薦（別記様式第１３号）と公開審査会の日程（別記様式第１４号）を報告します。

学位審査委員会は，４名以上の審査委員により構成し，審査委員は原則として３構成大学から１人を含むこととし，主査は主指導教員，副査は第一副指導教員，第二副指導教員及び他の審査委員が務めます。

　　　　研究科教授会が必要と認めたときは，他の大学院又は研究機関等の教職員を副査に含めることができます。

　（３）研究科長は，学位論文審査のため，代議員会の議を経て論文毎に学位審査委員会を設置し，審査を付託します。

　（４）学位審査委員会は，原則として主査の所属する大学において，主査が主催者となり公
開審査会を実施します。
　（５）公開審査会は，申請者による学位論文の口頭発表と質疑応答により行います。
　（６）主査は，副査と協議の上，審査結果を「学位論文審査の結果の要旨（別記様式第８号）」により研究科長に提出します。

　２　最終試験

　（１）学位論文を中心に関連科目又は専門分野についての口頭又は筆記による試験を原則として学位審査委員会主査の所属する大学において実施します。

　（２）試験結果は，主査が取り纏め「最終試験の結果の要旨（別記様式第９号）」として研究科長に提出します。
Ⅶ　主指導教員（学位審査委員会主査）が提出する書類
	書　類　名
	様　式
	部数等
	提出時期

	学位審査委員会委員の推薦
	別記様式第１３号
	１部
	学位申請時

	公開審査会の日程
	別記様式第１４号
	１部
	学位申請時

	学位論文審査の結果の要旨
	別記様式第８号
	１部
	審査終了後速やかに

	最終試験の結果の要旨
	別記様式第９号
	１部
	審査終了後速やかに

	論文要旨及び論文審査結果要旨
	別記様式第１５号
	データ
	別途，指示する日


　

Ⅷ　学位授与の合否決定

　　学位授与の合否決定は，研究科教授会での投票により行います。

　　学位授与には，研究科教授会出席委員の４分の３以上の賛成を要します。

Ⅸ　学位論文（博士論文）等のデータファイルでの提出について
　　学位授与が決定した者は，当該博士論文のデータファイルを別途指示する方法で岩手連大事務室まで提出してください。

　（提出時期は、9月学位取得予定者は9月上旬、3月学位取得予定者は3月上旬です。）


　　　　　　　　　　　　　　学位申請を相談

　　　　　　　　　　　　　　　　　　学位申請を承認


≪学位申請書類の作成要領≫
Ⅰ　学位申請時の学位論文

　１　学位申請用の学位論文は，仮綴り（Ａ４判のファイル綴じ）とし，学位審査委員会委員の数＋１部を提出する。（学位審査委員会委員が４名の場合は，５部提出）

　２　使用する言語は，日本語又は英語とします。

　３　用紙は，Ａ４判白紙とし，必ずワープロソフトを使用して印字してください。

　　　日本語の場合は，必ず左横書きとします。

Ⅱ　論文目録
　　論文目録は，見本を参照の上，次のとおり作成してください。
　１　学位論文題目について

　　　題目が日本語の場合は英訳を，英語の場合は和訳を（　　）内に記入してください。

なお，英語での表記は，①最初の単語，固有名詞及び学名を除いては，小文字とする。②学名は，イタリック体とする。③学位論文題目の最後のピリオドは，「L．」のように学名の命名者の省略形を除き不要とします。
　２　主論文について

　（１）主論文とは，申請者が筆頭者で，その内容が学位論文の一部を構成しているものをいいます。（学会発表の講演要旨は該当しません。）
　（２）記載は，著者名，発行年（西暦），題目，学術雑誌名，巻（号），ページの順とする。（学術雑誌名は，省略しないこと。記載は古い発行年の順とする。）
　（３）論文が未刊行の場合は，学術雑誌編集委員会から「学術雑誌第○巻第○号に掲載する」旨が示された証明書，又は刊行が確実であることが示された根拠資料があるものを既刊として取り扱うので，これらの証明書等を必ず添付してください。
　　　　論文が未刊行の場合は，掲載予定の巻（号）の後に「（掲載証明付）」と記載してください。
　（４）共著について

　　　①　申請者がその論文の共同研究において主たる役割を務めていること。

　　　②　共著者が過去においていずれの大学に対しても学位申請の基礎となる学術論文として申請をしていないものであること。

　　　③　申請者がその論文を学位論文の内容とすることについて，共著者の承諾が得られたものであり，学位論文にかかる共著者の承諾書（別記様式第４号）を提出すること。
　３　参考論文について

　（１）参考論文とは，主論文以外のもので学位論文の申請者が著者として加わって作成された学術論文をいいます。（学会発表の講演要旨は該当しません。）

　（２）記載の仕方は，主論文と同様とします。
　（３）未刊行の場合も主論文と同様とします。

　４　主論文及び参考論文の表記について
　　　主論文及び参考論文は，区別できるように各論文の表紙に「主論文１」「主論文２」…，「参考論文１」「参考論文２」…のように論文目録の順番に番号を付し，下方に学籍番号と氏名を記入してください。

Ⅲ　論文要旨

　　様式の備考欄の指示に従い記入してください。
Ⅳ　岩手大学博士論文のインターネット公表に関する状況報告書
著作権の問題や特許申請などについて十分確認のうえ作成してください。作成にあたっては指導教員と十分相談してください。＜大学確認欄＞の記入は不要です。
Ⅴ　提出書類の綴り方
（１）保存用（１組）

　　　①　学位申請書

　　　②　論文目録

　　　③　学位論文要旨

　　　④　論文掲載証明書（該当する場合）

　　　⑤　主論文

　　　⑥　参考論文（ある場合）
　　　⑦　学位論文にかかる共著者の承諾書（該当する場合）
　　　⑧　学位論文

　　　⑨　岩手連大の成績証明書（申請資格Ｂ該当者のみ）
　　⑩　岩手大学博士論文のインターネット公表に関する状況報告書
（＜大学確認欄＞の記入は不要）
（２）学位審査委員会委員用（委員の人数分）

　　　①　学位論文審査資料（表紙）

　　　②　論文目録

　　　③　学位論文要旨

　　　④　論文掲載証明書（該当する場合）

　　　⑤　主論文

　　　⑥　参考論文（ある場合）

　　　⑦　学位論文（Ａ４判のファイルに綴じる。）

Ⅵ　提出書類の様式

　　提出書類の様式は岩手連大ＨＰからダウンロードできます。
（http://ugas.agr.iwate-u.ac.jp/）
別記様式第１号の１
	学　　位　　申　　請　　書

　　年　　月　　日

 岩手大学大学院連合農学研究科長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　主指導教員署名　　　　　　　 　　　　　　　
申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　年度入学

岩手大学大学院連合農学研究科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専攻　　　　　　連合講座

申請者署名　　　　　　　　　　　　　

 岩手大学学位規則第６条第１項の規定に基づき，下記のとおり関係書類を添え学位（博士（農学）・博士（学術））授与の申請をします。

                                         記 

論文目録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

学位論文要旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　部

学位論文の基礎となる学会誌等に発表された学術論文及び参考論文　　各　部

学位論文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

学位論文にかかる共著者の承諾書（該当する場合のみ該当部数）　　　各１部


（備考）１　提出部数は，学位審査委員会委員の人数に１部加えた部数とします。
　　　　２　参考論文は，該当するものがある場合に提出してください。

別記様式第２号
	論　　　文　　　目　　　録

  氏　　　名

   eq \o\ad(学位論文,　　　　　)
  　題　　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  　主論文      

    １．

    ２．

                                                                　　　　　　　　 

  　参考論文

    １．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

    ２．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 




（備考）１　学位論文題目が日本語の場合は英訳を，英語の場合は和訳を（　　）内に

記入してください。
なお，英語での表記は，①最初の単語，固有名詞及び学名を除いては，

小文字とする。②学名は，イタリック体とする。③学位論文題目の最後の
ピリオドは，「L．」のように学名の命名者の省略形を除き不要とします。
　　　　２　共著論文の場合，著者名は論文に記載されている順序で全て記入してくだ

さい。

　　　　３　論文を印刷公表していない場合であっても，発行予定の時期及び誌名を記

入してください。
４　主論文、参考論文は年代順（年代の古いものから順に）記入してください。
別記様式第２号（記入例）
	論　　　文　　　目　　　録

  氏　　　名　　連　合　太　郎

   eq \o\ad(学位論文,　　　　　)
  　題　　目　　Identification of the gene families conferring

              acute cool damage tolerance in rice Oryza sativa L.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（イネ障害型冷害耐性に関与する遺伝子群の同定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  　主論文      

    １．連合太郎，岩川一平(2008)
　　　　　イネの障害型冷害耐性に関する品種間差異

　　　　　　　日本作物学会紀事70(1):98-104

    ２．Rengo,T., K.Haruno and I.Iwakawa(2009)
         On the gene families conferring acute cool damage
         tolerance in rice, Oryza sativa L.

            Japanese Journal of Breeding 51(2)（掲載証明付）

                                                                　　　　　　　　 

  　参考論文

    １．春野京子，連合太郎，岩川一平(2007)

　　　　　コムギの雑種強勢の簡易推測法について

　　　　　　　育種学雑誌48(11):310-315 

    ２．岩川一平，連合太郎(2008)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

         コムギ種子の胚乳蓄積過程の電子顕微鏡的観察

　　　　　　　日本作物学会紀事74(2):（掲載証明付） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 




（備考）１　学位論文題目が日本語の場合は英訳を，英語の場合は和訳を（　　）内に

記入してください。

なお，英語での表記は，①最初の単語，固有名詞及び学名を除いては，

小文字とする。②学名は，イタリック体とする。③学位論文題目の最後の

ピリオドは，「L．」のように学名の命名者の省略形を除き不要とします。
　　　　２　共著論文の場合，著者名は論文に記載されている順序で全て記入してくだ

さい。

　　　　３　論文を印刷公表していない場合であっても，発行予定の時期及び誌名を記

入してください。
４　主論文、参考論文は年代順（年代の古いものから順に）記入してください。
別記様式第３号

学　位　論　文　要　旨

　　　氏　　名

　　　題　　目　

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
【以下、要旨】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
（備考）１　学位論文題目が日本語の場合は英訳を，英語の場合は和訳を（　　）内に

記入してください。（英語の表記は，論文目録と同じ。）

２　日本語の場合は，２，０００字程度とします。

３　英語の場合は，１，２００語程度とし，和訳を付けてください。

４　図表は，この要旨には記載しないでください。

５　枚数は１枚を超えても差し支えありません。
６　上下左右２０ｍｍ程度の余白を必ず設けてください。

別記様式第４号
	承　　　　　諾　　　　　書
　　年　　月　　日
岩手大学大学院連合農学研究科長　殿
共著者署名　　　　　　　　　　　　
所属・職名　　　　　　　　　　　　
　下記論文を　　　　　　氏が、岩手大学大学院連合農学研究科へ博士の学位
申請の論文として提出することを承諾します。
　　なお、当該論文は、学位申請の基礎となる学術論文として過去に使用してお
らず、また、将来においても使用しません。
記
　論文題目　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
著　者　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　学術雑誌名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に発表・発表予定
（巻、号、頁）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　）
発　行　年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　



別記様式第８号

	学位論文審査の結果の要旨



	 eq \o\ad(氏名,　　　　　　　　　)

	

	審査委員氏名

	主　査（自署）　　　　　　　　　　　　　　

副　査　　　　　　　　　　　　　　　　　　

副　査　　　　　　　　　　　　　　　　　　

副　査　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊　審査委員が４名を超える場合は，記入欄を追加して

作成してください。

	 eq \o\ad(題目,　　　　　　　　　)

	


【以下、審査結果の要旨（1,000字程度）】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　【以下、学位論文の基礎となる学術論文】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　学位論文題目が日本語の場合は英訳を，英語の場合は和訳を（　　）内に

記入してください。（英語の表記は，論文目録と同じ。）
　※　様式２号に記載した主論文のみ記入してください。
別記様式第９号

	最終試験の結果の要旨



	 eq \o\ad(氏名,　　　　　　　　　)

	

	審査委員氏名

	主　査（自署）　　　　　　　　　　　　　　

副　査　　　　　　　　　　　　　　　　　　

副　査　　　　　　　　　　　　　　　　　　

副　査　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　＊　審査委員が４名を超える場合は，記入欄を追加して

作成してください。

	 eq \o\ad(実施年月日,　　　　　　　　　)
	　　　　　年　　月　　日



	 eq \o\ad(試験方法,　　　　　　　　　)
（該当のものを○で

　 囲むこと）
	　口頭・筆記


【以下、要旨】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
別記様式第１３号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　岩手大学大学院連合農学研究科長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主指導教員　　　　　　　　　　　　　　　
学位審査委員会委員の推薦について

　学位申請者　　　　　　　　　　の学位審査委員会委員として下記のとおり推薦

します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記

	区　　分
	委　　員　　名
	所　属　大　学　等

	主　　査
	
	

	副　　査
	
	

	副　　査
	
	

	副　　査
	
	


＊　委員が４名を超える場合は，記入欄を追加して作成してください。
別記様式第１４号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　岩手大学大学院連合農学研究科長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学位審査委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主査　　　　　　　　　　　　　　　　
学位論文審査の公開審査会の日程について（報告）

　学位論文審査の公開審査会を，下記のとおり開催します。

記

　学位申請者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　開催日時　　　　　　　　　年　　月　　日（　）

　　　　　　　　　　　　　　時　　分から　　時　　分まで

　開催場所　　　
	大学，学部，建物名，講義室等部屋名
	学位審査委員名
	参加方法

	
	
	□対面　□多地点　□ｵﾝﾗｲﾝ

	
	
	□対面　□多地点　□ｵﾝﾗｲﾝ

	
	
	□対面　□多地点　□ｵﾝﾗｲﾝ

	
	
	□対面　□多地点　□ｵﾝﾗｲﾝ

	
	
	□対面　□多地点　□ｵﾝﾗｲﾝ


＊　多地点制御遠隔講義システムを使用する場合は，事前に岩手連大事務室へ連絡し予約した上で，稼働させる全ての建物名，部屋名及びその場所で公開審査会に参加する学位審査委員名を記入してください。

　　　記入例）

　　　　開催場所　岩手大学連合農学研究科棟２階遠隔講義室
　　　　　　　　　弘前大学農学生命科学部３階ＳＣＳ室
　　　　　　　　　山形大学農学部３号館３階３０２講義室

　　　　　　　　　
別記様式第１５号
	　　　　　　　　　　ふ　り　が　な

　氏名　　 ○　○　○　○ （ゴシック）
　本籍（国籍）　　 ○ ○ ○
　学位の種類　　 博士（農学）
　学位記番号　　 連研第　　　号
　学位授与年月日　　　　　　年　　月　　日

　学位授与の要件　　学位規則第５条第１項該当　課程博士

　研究科及び専攻　　連合農学研究科　○○○○科学専攻
　学位論文題目　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（ゴシック）
　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　学位審査委員　　 主査　教　授　　○　○　○　○

　　　　　　　　　　副査　○○○　　○　○　○　○

　　　　　　　　　　副査　○○○　　○　○　○　○

　　　　　　　　　　副査　○○○　　○　○　○　○


論 文 の 内 容 の 要 旨

　○○○○○（2,000字程度。英文の場合は1,200語程度とし，和訳を添付してください。）

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

　○○○○○（1,000字程度）

　学位論文の基礎となる学術論文

　　○○○○○

（備考）１　学位論文題目が日本語の場合は英訳を，英語の場合は和訳を（　　）内に記入してください。
なお，英語での表記は，①最初の単語，固有名詞及び学名を除いては，小文字とする。②学名は，イタリック体とする。③学位論文題目の最後のピリオドは，「L．」のように学名の命名者の省略形を除き不要とします。
　　　　２　図表は，この要旨には記載しないでください。

　　　　３　Ａ４判で作成し，最大４枚以内としてください。

　　　　４　論文審査の結果の要旨の最後に学位論文の基礎となる学術論文及び掲載した学会誌等の名称を記載してください。
（　参　考　）
岩手大学大学院連合農学研究科　学位授与の申請に関する留意事項
　学位授与の申請に当たっては、岩手大学大学院連合農学研究科学位論文審査等に関する細則によるほか、下記事項に留意すること。

１．学位論文の基礎となる学術論文（公表論文）について
・学会誌等レフェリー制度のある然るべき刊行物に掲載された申請者が筆頭者である和文又は英文による学術論文（以下「公表論文」という｡）であること。
・原則として学位論文の一部を構成するものとし、学位申請提出書類の論文目録でいう「主論文」を指す。
２．公表論文の要件
（１）課程博士

岩手大学連合農学研究科入学以降に掲載が決定した公表論文が１編以上あること。
（２）論文博士

①細則第６条第１号：岩手大学に標準修業年限以上在学し退学した者
退学した日から３年以内に学位申請をする場合は、公表論文は１編以上とし、退学した日から３年を経過して学位申請をする場合は、公表論文は３編以上とする。
（注）平成３０年度以降入学者は修了に必要な１２単位以上を修得している場合、平成
１９年度から平成２９年度までの入学者は特別研究の授業科目を除いた修了に必要な６単位以上を修得している場合、平成１８年度以前入学者は共通ゼミナールを６０時間以上（一般３０時間以上，特別３０時間以上）受講している場合に限る。
②細則第６条第２号：細則別表に定める研究歴を有する者
公表論文は５編以上とする。ただし、独立行政法人日本学術振興会が行う論文博士号取得希望者に対する支援事業による学位申請の場合は、公表論文は３編以上とする。
備　考
・２（２）の①について、令和４年３月３１日までに退学した者については、「退学した日から」を「退学した次の年度から」と読み替える。
附　則
１　この留意事項は、令和４年４月１日から施行する。
２　次に掲げる基準等については、令和４年３月３１日をもって廃止する。
一　岩手大学大学院連合農学研究科博士課程退学者の学位申請及び学位論文受理の基準
一　岩手大学大学院連合農学研究科「学位論文提出に関する留意事項」

　附　則
　この留意事項は、令和５年１月６日から施行する。
標準修業年限（３年）未満で学位論文を提出する場合（早期修了）の基準
　下記の各号をすべて充足した者は、標準修業年限未満であっても学位論文を提出することができる。
記
１．岩手大学大学院連合農学研究科（以下「研究科」という。）の在学期間が１年（大学院修士課程を２年未満の在学期間をもって修了した者にあっては、当該課程における在学期間を含み３年）以上に達した者であること。（見込みを含む。）

２．申請しようとする学位の種類（農学あるいは学術）に応じ必要な授業科目を履修し、単位を修得した者であること。
３．学位論文審査に関する中間発表会を終了していること。
４．研究業績に関し、以下の（１）または（２）を満たしていること。
（１）学術論文（※）が５編以上あること。その中に、研究科在学中に掲載が決定した申請者を単独筆頭著者とする論文が含まれていること。
（２）学術論文が３編以上あり、その中に特に優れた論文が含まれていること。 「特に優れた論文」は、研究科在学中に掲載が決定した申請者を単独筆頭著者とする論文であり、かつその論文が以下のいずれかに該当するものであること。
　１）学会の学術賞、論文賞等を受賞した学術論文（ポスター賞、奨励賞等は含めない）。
　　２）当該分野における著名な研究者（学術賞等の受賞歴を有する者等。構成大学の教員は除く。）から申請者の研究業績が優れたものであることを証明する文書が提出されていること。
３）上記の１）または２）によらず、客観的に優れた論文であると認められる業績であること。
（※）学術論文とは、学会誌等レフェリー制度のあるしかるべき刊行物に掲載した和文又は英文による、学位申請者を筆頭著者とする論文で、学位論文の基礎となる公表論文をさす。
５．主指導教員が推薦する者であること。
附　則
　　　（省略）

　この基準は、令和４年４月１日から施行する。

研究科教授会で合否決定





代議員会で審査結果を確認





研　究　科　長





学位論文審査結果の要旨と最終試験の結果の要旨を提出





学位審査委員会で論文審査，公開審査会及び最終試験を実施





代議員会で申請書類の受理，学位審査委員会の設置，公開審査会の日程を審議





研　究　科　長





学　位　申　請





・学位審査委員会委員の推薦�・公開審査会の日程





主指導教員�（学位審査委員会主査兼務）査）





学位申請者





学位申請・審査フローチャート





学位記伝達式で学位を授与





学位授与決定者は，学位論文のデータを別途指示する方法で，インターネット公表に関する状況報告書と併せて岩手連大事務室まで提出





論文要旨及び論文審査結果の�要旨を岩手大学連合農学研究科事務室へ提出





学位論文


論文名








専攻名


氏　名





（表紙）


学位論文


審査資料





専攻名


氏　名


（○○大学所属）








